
資料１ 外部評価（素案）⑤　　　（９月６日ヒアリング実施分）

番号 事務事業名 総合判定 今後の方向性

1
（地域生活支援事業）　コ
ミュニケーション支援事業

現状継
続

　手話通訳者の派遣増加に伴い、専任者の負担も増加傾向
にあるが、養成講座の充実、登録者の増加、手当のあり方な
ど、登録制度の見直しと登録者の活用拡大により、事業内容
の充実を図るべきである。

2
（地域生活支援事業）　社会
生活支援事業

現状継
続

   障害児・者の自立と社会参加、介護家庭の支援などを目指
した本事業は、日中一時支援や入浴サービス、デイサービス
など本市独自の事業を効果的に展開、周辺他市に比べ充実
した内容になっている。継続実施すべきである。
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